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序 章 高瀬山遺跡の概要 
 

 

高瀬山遺跡の調査区配置 



 



高瀬山遺跡の調査経過 

第１章 旧石器時代の高瀬山 

高瀬山１期調査区と高瀬山ＨＯ３期調査区から出土した石器を展示していま

す。１期調査区では尖頭器を持つ石器群の下層にある礫層で２枚の石刃を持つ

文化層が確認されました。ＨＯ３期調査区からは杉久保型ナイフ形石器と神山

型彫刻刀形石器が出土し、多数の石刃が接合する石器群も出土しました。この

章では59点の資料を展示しています。 

第２章 縄文時代早・前期の高瀬山 



 

 



 

１期調査区から出土した貝殻沈線文・圧痕文・条痕文を持つ早期の土器片とＨ

Ｏ１期調査区から出土した早期の縄文条痕文土器片、同じくＨＯ１期調査区か

ら出土した前期中葉の大木２ｂ式の土器片、ＨＯ３期調査区から出土した大木

５ａ式の土器片を展示しています。続いて１期調査区から多数出土した前期後

葉の大木５ｂ式、大木６式１期・２期・３期の球胴形深鉢や長胴形深鉢など、

この章では55点を展示しています。 

第３章 縄文時代中期の高瀬山 



 

 



ＨＯ３期調査区から出土した中期初頭の五領ヶ台１・２式に併行する土器、Ｈ

Ｏ１期調査区の中葉大木８ａ式、１期調査区の大木８ｂ式、１期調査区の大木

９式土器、ＳＡ調査区、ＨＯ１期・３期調査区から出土した中期末葉の大木10
式土器など、この章では25点を展示しています。 

第４章 縄文時代後・晩期の高瀬山 



 

 



 
ＨＯ１期調査区の後期初頭、ＨＯ３期調査区の前葉の土器、ＨＯ１期から出土

した後期前葉後半から後期中葉、晩期前葉から後葉の土器など、この章では33
点を展示しています。 

第５章 高瀬山の土偶・岩偶 



 
１期調査区から出土した県内最古の土偶とＨ０１期調査区の後・晩期と考えら

れる土偶と岩偶、合計27点を展示しています。 



第６章 高瀬山１期の石器 

 

１期調査区の1341号住居跡から出土した縄文時代前期後葉の打製石器と礫石

器、1期調査区から出土した磨製石斧など144点を展示しています。  

 


